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「 日 本 の 海 の レ ジ ェ ン ド た ち 」 よ り 抜 粋 ＞  

内 田 信 也
う ち だ の ぶ や

(1880-1971) 

― 生 来 の 商 売 セ ン ス で ３ 大 船 成 金 の 一 角 を 占 め る 一 方 、  

船 を こ よ な く 愛 し た 豪 放 磊 落 な 9 0 年 の 人 生 ―  

 

 

生 い 立 ち  

内 田 信 也 は 茨 城 県 行 方 郡 麻 生 町 （ 現 在 の 行 方 市 ） の 士 族 内 田 寛 の

五 男 と し て 明 治 1 3 年 ( 1 8 8 0 )に 生 ま れ た 。若 い と き は 虚 弱 体 質 で 、肋

膜 を 患 い 、 体 温 計 を 離 せ な い 日 々 を 送 っ て い た が 、 中 学 生 に な っ て

か ら 体 力 増 強 と 健 康 回 復 に 目 覚 め 、ス ポ ー ツ に 熱 中 し 始 め た 。柔 道 、

ス キ ー 、 ボ ー ト 、 乗 馬 等 々 で あ る 。 社 会 人 に な っ て か ら も 規 則 的 生

活 を 心 が け 、朝 は 早 く 起 き 、乾 布 摩 擦 と 体 操 を 行 い 、 3 0 分 程 度 の 散

歩 、 夜 は ど ん な こ と が あ っ て も 1 2 時 前 に 就 寝 す る 生 活 を 続 け た 。  

麻 布 中 学 を 経 て 、 東 京 高 等 商 業 学 校 （ 現 在 の 一 橋 大 学 ） に 入 学 。

在 学 中 は 学 業 そ っ ち の け で 柔 道 と ボ ー ト に 熱 中 し 、 ボ ー ト 部 で は キ

ャ プ テ ン に ま で な っ た 。 乗 馬 は 行 政 官 と し て 昭 和 1 8 年 ( 1 9 4 3 )に 赴

任 し た 仙 台 で 年 間 2 0 0鞍
く ら

乗 っ た と い う か ら 凄 い 。 当 時 内 田 は 6 4 歳

で あ っ た の に は 驚 く ば か り で あ る 。  
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三 井 物 産 入 社  

明 治 3 8 年 ( 1 9 0 5 ) 、東 京 高 等 商 業 学 校 卒 業 後 三 井 物 産 に 入 社 し 、神

戸 支 店 船 舶 部 （ 後 の 三 井 船 舶 ） に 配 属 さ れ た 。 学 生 時 代 ス ポ ー ツ に

熱 中 し て い た の で 、 入 社 試 験 の 順 位 は 3 2、 3 人 中 下 か ら 4、 5 番 目

で あ っ た 。 内 田 は 入 社 が 決 ま る と 、 神 戸 配 属 を 知 っ て い る の に も か

か わ ら ず 、 本 社 に 出 社 し 挨 拶 を す る と い う 裏 技 に で た 。 こ の 強 引 と

も い え る や り 方 に 三 井 物 産 の 上 層 部 は「 や る 気 の あ る 奴 」と 評 価 し 、

入 社 試 験 で は 下 位 で あ っ た 順 位 を ト ッ プ の 順 位 と し た 。  

以 来 一 日 も 欠 勤 せ ず 、 明 治 4 3 年 ( 1 9 1 0 )、 3 1 歳 で 船 舶 主 任 （ 現 在

で 言 え ば 傭 船 部 長 に 当 た る ） に ま で 昇 進 し た 。 当 時 、 海 運 荷 物 の 主

流 は 石 炭 で あ り 、 そ の 貨 物 の 多 く は 三 井 物 産 等 の 炭 鉱 を 持 つ 大 会 社

が 握 っ て い た 。 し た が っ て 海 運 荷 物 を 集 め る 方 法 を 持 た な い 小 規 模

船 主 の 多 く は 、三 井 物 産 の よ う な 大 き な 海 運 業 者 に 持 ち 船 を 貸 船 し 、

傭 船 料 を 受 け 取 る の が 一 般 的 で あ っ た 。 内 田 は こ の 三 井 物 産 で の 仕

事 を 通 じ て 、 多 く の 傭 船 ビ ジ ネ ス の ノ ウ ハ ウ と 海 運 業 界 で の 広 い 人

脈 を 得 て 、 そ の 後 立 ち 上 げ た 自 身 の ビ ジ ネ ス に 大 い に 役 立 て た 。  

 

内 田 汽 船 創 設  

大 正 3 年 ( 1 9 1 4 )、 第 一 次 世 界 大 戦 勃 発 に 際 し 、 船 舶 需 要 の 高 ま り

を 予 見 し た 内 田 は 、 社 内 人 事 の ト ラ ブ ル も あ り 同 年 7 月 三 井 物 産 を

退 社 し た 。  

自 ら の 退 職 金 と 長 兄 か ら 借 り た 金 2 万 円 を も っ て 神 戸 市 内 に 内 田 信

也 事 務 所 を 開 設 し 、 船 舶 傭 船 業 を 始 め た 。 大 戦 勃 発 当 初 、 海 運 運 賃

市 況 は 暴 落 し た が 、 す ぐ に 上 昇 す る な ど 激 し い 動 き を 見 せ た 。 内 田

は 市 場 の 動 き を 的 確 に つ か み 、 船 を 次 か ら 次 へ と 傭 船 、 こ れ を 高 く

貸 船 し 、 利 ザ ヤ を 稼 ぐ ブ ロ ー カ ー 業 で 業 績 を 上 げ た 。  

し か し 利 ザ ヤ 稼 ぎ だ け で は 事 業 の 拡 大 に 限 界 が あ る と 感 じ た 内 田

は 、 船 舶 を 自 ら 所 有 し 、 さ ら に 大 き な 利 益 を 上 げ よ う と 考 え 、 ブ ロ

ー カ ー 業 で 稼 い だ 資 金 を 元 手 に 大 正 3 年 ( 1 9 1 4 )  1 2 月 内 田 汽 船 株 式

会 社 を 設 立 し 、 本 格 的 に 海 運 業 に 乗 り 出 し た 。 同 時 期 に は 日 本 船 主

同 盟 会 理 事 、 帝 国 窯 業 社 長 、 そ し て 大 正 6 年 ( 1 9 1 7 )に は 、 既 に 設 立
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さ れ て い た 明 治 海 運 の 相 談 役 に も 就 任 し た 。内 田 3 8 歳 の 時 で あ る 。  

海 運 業 を 始 め る に あ た り 大 正 6 年 ( 1 9 1 7 )勝 田 汽 船 か ら 中 古 船 ・ 大

正 丸 を 、 次 に 三 井 物 産 か ら 彦 山 丸 を 購 入 、 さ ら に 翌 大 正 7 年 ( 1 9 1 8 )

に は 海 外 船 社 か ら ４ 隻 （ 空 知 丸 、 愛 国 丸 、 第 二 欧 羅
ヨ ー ロ ッ

巴
パ

丸 、 第 二 雲 海

丸 ） を 購 入 、 合 計 ６ 隻 の 船 を 貸 船 中 心 に 運 航 し て 、 4 0 . 2 万 円 の 利 益

を 上 げ た 。驚 く べ き は 、そ の う ち 3 7 . 5 万 円 を 配 当 し て し ま い 、そ の

配 当 は 6 0 割 と な り 、世 間 は そ の 高 額 配 当 に 驚 愕 し た 。そ の 後 も 1 3 . 1

万 円 、 5 0 3 万 円 、 8 9 万 円 、 2 0 0 万 円 と 毎 年 高 額 な 配 当 が 続 い た 。 内

田 は 身 内 で 株 式 の 大 半 を 所 有 し て い た た め 配 当 金 の 殆 ど を 手 に 入 れ 、

大 資 産 家 と な っ た 。  

 

船 成 金 と 呼 ば れ  

そ の 当 時 、 海 運 業 界 は 傭 船 料 高 騰 、 船 舶 価 格 高 騰 の ブ ー ム で 沸 い

て お り 、 そ こ で 成 功 を お さ め 、 大 金 を 手 に し た 者 を 世 間 は 船 成 金 と

呼 び 、 特 に 内 田 信 也 、 山 下 亀 三 郎 、 勝 田 銀 次 郎 を 三 大 船 成 金 と 囃
は や

し

た て た 。 も と も と 「 成 金 」 と は あ ま り 良 い イ メ ー ジ は な い が 、 こ の

三 人 は と も か く 競 争 す る よ う に 半 端
は ん ぱ

な い 金 の 使 い 方 を し た 。 内 田 は

神 戸 市 の 郊 外 須 磨 の 敷 地 5 千 坪 に 、 洋 館 の ほ か に 畳 敷 き に し て 5 百

畳 も 敷 け る 堂 々 た る 邸 宅 「 須 磨 御 殿 」 を 建 て た 。 特 に 大 広 間 は 1 0 0

畳 も あ り 、 近 く で 軍 隊 の 演 習 が あ っ た 際 に は 将 官 を 招 き 豪 華 な 食 事

で 慰 労 し た 。 そ の ほ か に も 、 名 士 を 招 待 し 大 盤 振 る 舞 い 、 友 人 を 招

い て 芸 妓 の 総 上 げ 、 箱 根 旅 行 に 一 列 車 の 貸 し 切 り 等 々 浪 費 と も 思 わ

れ る 金 の 使 い 方 に は 驚 か さ れ る 。 こ の 浪 費 と も い え る 金 の 使 い 方 も

「 成 金 」 と 言 わ れ る 所 以 で あ る 。  

し か し 、 こ れ と は 逆 に 社 会 貢 献 的 な 金 の 使 い 方 も あ っ た 。 生 ま れ

故 郷 茨 城 県 の 水 戸 高 等 学 校 創 立 資 金 に 1 0 0 万 円 を 寄 付 し た こ と だ 。

し か し 折 角 の 寄 付 行 為 だ っ た が 、茨 城 県 側 か ら は「 8 0 万 円 で あ れ ば

た く さ ん と 言 っ た の に 無 理 や り 1 0 0 万 円 を 提 供 し た 」と も 言 わ れ た 。

こ れ は 船 成 金 と し て の イ メ ー ジ の 悪 さ が も た ら し た も の だ 。 そ の 他

に 、 大 正 8 年 ( 1 9 1 9 ) 7 月 東 海 道 線 の 死 者 1 名 、 重 傷 者 8 名 の 脱 線 事

故 に 遭 遇 し 、 本 人 と 母 親 は 重 傷 を 負 っ た も の の 助 か っ た が 、 長 兄 は
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死 亡 し て し ま っ た 。 こ の 事 故 の 新 聞 報 道 で 「 神 戸 の 内 田 だ 、 金 は い

く ら で も 出 す 、 助 け て く れ 」 と 救 助 の 模 様 を 書 か れ て し ま っ た 。 内

田 本 人 は 「 金 は い く ら で も 出 す 」 な ど と は 言 っ て い な い 、 あ れ は 憲

政 会 の 横 浜 市 会 議 員 が 救 助 を 後 回 し さ れ た 腹 い せ で 新 聞 記 者 に 言 っ

た 作 り 話 だ と い う 。 い ず れ に し て も 内 田 ＝ 船 成 金 の も た ら し た イ メ

ー ジ の 一 つ で あ っ た 。  

  

不 況 到 来  

大 正 7 年 ( 1 9 1 8 ) 1 1 月 、第 一 次 世 界 大 戦 が 終 わ り 、海 運 市 況 は 一 時

暴 落 し た が 、 翌 年 に は 戦 後 復 興 景 気 で 沸 き 立 っ て い た 。 し か し 、 年

末 に 、 日 本 興 業 銀 行 (現 ・ み ず ほ 銀 行 )か ら の 情 報 、 さ ら に 原 敬 首 相

と の 面 談 で 世 界 経 済 の 様 子 が お か し い と 教 え ら れ た 。 大 正 8 年

( 1 9 1 9 ) 3 月 、 不 況 の 到 来 で あ る 。 そ の 当 時 、 内 田 汽 船 で は 大 正 6 年

( 1 9 1 7 )か ら 大 量 発 注 し て い た 新 造 船 が 続 々 と 竣 工 さ れ て い た 。 同 社

所 有 船 舶 は 1 6 隻 に も な り 、 資 産 価 値 は 1 億 円 と も 言 わ れ た 。 た だ

し 借 入 金 も ３ 千 万 円 も あ っ た の で 、 船 価 が ５ 分 の 1 に 急 落 す る 状 況

で は 、 借 入 金 以 下 に な り 破 綻 す る こ と が 予 見 さ れ た 。 機 を 見 る に 敏

な 内 田 は 、 即 座 に 全 支 店 に 手 持 ち 品 の 売 却 を 命 じ た 。 所 有 船 舶 も 市

場 価 格 が ト ン 当 た り 3 8 ポ ン ド の と こ ろ 3 5 ポ ン ド で の 売 却 を 指 示

し 、 処 理 を 急 い だ 。 そ の ほ か 「 須 磨 御 殿 」 を 1 0 0 万 円 で 売 却 し 、 横

浜 に あ っ た 内 田 造 船 を 日 立 造 船 に 無 償 譲 渡 し た 。 こ の 造 船 所 が 大 正

1 2 年 ( 1 9 2 3 )に 発 生 し た 関 東 大 震 災 で 全 壊 し た こ と は 、内 田 の 強 運 を

表 し て い る 逸 話 で あ る 。  

確 か に 、 世 界 恐 慌 に よ っ て 内 田 は 莫 大 な 損 失 を 被 っ た が 、 そ の 後

の 政 治 活 動 へ の 資 金 に 余 力 を 残 す こ と は で き た 。 一 方 で 多 く の 船 成

金 は 破 綻 し 、 元 の 「 歩 」 に 戻 っ た の と は 対 照 的 で あ っ た 。 な お 大 正

8 年 ( 1 9 1 9 )、別 邸 と し て 建 て ら れ た 、熱 海 に あ る「 起 雲 閣 」は 、現 在

は 熱 海 市 所 有 の 有 形 文 化 財 と な り 、 そ の 文 化 的 価 値 を 評 価 さ れ て い

る 。  

 

政 界 へ の 転 身  
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実 業 界 で 成 功 し た 内 田 は 、 政 治 の 世 界 に 飛 び 込 ん だ 。 大 正 1 3 年

( 1 9 2 4 )、 政 友 会 公 認 で 出 身 地 の 茨 城 県 ５ 区 か ら 立 候 補 、 見 事 初 当 選

を 果 た す 。  

政 界 入 り の き っ か け と な っ た の は 、 当 時 立 憲 政 友 会 総 裁 、 の ち の

「 平 民 首 相 」 と し て 有 名 に な っ た 原 敬 と の 交 友 が 最 も 大 き か っ た 。

原 自 身 は 大 正 1 0 年 ( 1 9 2 1 )に 東 京 駅 で 暗 殺 さ れ て し ま っ た が 、 そ の

人 間 性 、 包 容 力 に ふ れ 、 実 業 の 世 界 か ら 政 治 の 世 界 に 転 身 す る 時 に

政 友 会 か ら 立 候 補 し た の も そ の 縁 で あ っ た 。 以 来 ７ 期 連 続 当 選 し 政

界 に 確 固 た る 地 位 を 樹 立 し た 。  

 

政 治 活 動  

昭 和 2 年 ( 1 9 2 7 )、 岡 田 啓 介 海 軍 大 臣 の も と で 海 軍 政 務 次 官 と な っ

た 。 同 時 に 内 田 は す べ て の 会 社 の 役 員 を 辞 任 し た 。 こ の 辺 は 潔 癖 な

性 格 を 持 つ 内 田 の 面 目 躍 如 た る と こ ろ で あ る 。  

昭 和 6 年 ( 1 9 3 1 )、 犬 養 内 閣 の 逓 信 政 務 次 官 と な り 、 船 舶 改 善 助 成

施 設 の 成 立 に 尽 力 し た 。 こ の 法 律 は 、 余 剰 に な っ た 老 齢 船 舶 の ス ク

ラ ッ プ を 条 件 に 新 造 船 建 造 に 補 助 金 を 支 給 す る も の で あ り 、 船 舶 の

品 質 向 上 と 合 理 化 を 目 的 と す る も の で あ っ た 。 同 時 に 有 事 の 際 に 軍

事 徴 用 で き る も の で も あ っ て 、 当 時 昭 和 恐 慌 に あ っ た 海 運 ・ 造 船 界

に と っ て は 、 景 気 回 復 に 絶 大 な 効 果 を も た ら し た 。  

内 田 は こ の 様 に 海 運 界 か ら 手 を 引 い た 後 も 、 海 運 界 の 発 展 に 影 で

努 力 し て い た 。  

 

鉄 道 大 臣 拝 命  

そ の 後 、 岡 田 内 閣 で は 昭 和 9 年 ( 1 9 3 4 )、 鉄 道 大 臣 を 拝 命 し 、 昭 和

1 7 年 ( 1 9 4 2 )の 関 門 ト ン ネ ル の 開 通 に 尽 力 し た 。そ の た め 関 門 ト ン ネ

ル の 門 司 側 の 入 り 口 に 掲 げ ら れ て い る 「 関 門 隧
ず い

道
ど う

」 の 題 字 は 内 田 の

揮 毫
き ご う

し た も の で あ る 。 ま た 東 海 道 線 の 熱 海 に あ る 「 丹 那 隧 道 」 の 題

字 も 同 じ く 同 線 の 電 化 を 計 画 し た 内 田 の 業 績 を た た え る も の で あ る 。 

内 田 は 鉄 道 大 臣 に 就 任 早 々 、 ① 綱 紀 粛 正 、 ② 安 全 運 転 、 ③ サ ー ビ

ス の 改 善 、 の 3 項 目 を 掲 げ 、 国 鉄 の 改 革 を 断 行 し た 。 今 見 れ ば 至 極
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当 然 な ス ロ ー ガ ン で あ る が 、 当 時 は 運 輸 官 僚 等 か ら の 反 発 も 強 か っ

た 。 し か し 内 田 は 現 場 の 声 を 大 事 に 、 着 実 に 改 革 を 進 め 、 国 鉄 社 員

か ら 「 大 臣 」 よ り は 「 オ ヤ ジ 」 と 呼 ば れ 慕 わ れ た 。 一 例 が 関 門 ト ン

ネ ル 開 通 式 で 起 こ っ た 。 元 鉄 道 大 臣 と し て 挨 拶 に 立 っ た 内 田 は 、 掘

削 の 技 術 責 任 者 が 末 席 に い る の を 見 て 、 挨 拶 の 中 で そ の 功 績 を た た

え 、 前 に き て 並 び な さ い と 言 っ た 。 そ れ を 聞 い た 国 鉄 職 員 は 祝 賀 パ

ー テ ィ ー の 会 場 で 内 田 を 担 ぎ あ げ 会 場 内 を 回 っ た 。  

 

風 雲 急 を 告 げ る  

内 田 が 第 二 次 世 界 大 戦 前 に 政 治 活 動 を し て い る 間 、 日 本 で は 政 党

政 治 か ら 軍 閥 政 治 に 向 か う 大 き な 事 件 が 二 つ あ っ た 。 一 つ は 昭 和 7

年 ( 1 9 3 2 )の 、 犬 養 毅 首 相 が 海 軍 若 手 将 校 に よ り 暗 殺 さ れ た 5・ 1 5 事

件 、 も う 一 つ は 昭 和 11 年 ( 1 9 3 6 )に 陸 軍 皇 道 派 若 手 将 校 が 起 こ し た

2・ 2 6 事 件 で あ っ た 。 こ の 事 件 で は 、 親 交 の あ っ た 高 橋 是 清 が 殺 さ

れ て い る 。 両 事 件 と も 内 田 は 内 閣 の 一

員 で あ り 、事 件 の 後 始 末 に 奔 走 し た 。そ

の よ う な 状 況 の 中 、 政 治 信 条 の 同 じ 吉

田 茂 （ サ ン フ ラ ン シ ス コ 講 和 条 約 に 締

結 す る 首 相 ）と 親 交 を 深 め 、お 互 い に 親

友 と 呼 ぶ ま で に な っ た 。  

 

昭 和 1 8 年 ( 1 9 4 3 ) 、太 平 洋 戦 争 の さ な か 、内 田 は 勅 命
ちょくめい

に て 東 北 6 県

を 束 ね る 行 政 官 と な っ た 。 行 政 官 に な っ た 内 田 は 、 東 北 の 抱 え て い

る コ メ の 生 産 に 不 向 き な 湿 田 と い う 現 状 に 頭 を 痛 め た 。 そ こ で 内 田

は 青 竹 に 穴 を あ け 田 ん ぼ の 水 を 抜 く ア イ デ ア （ 内 田 式 暗 渠 排 水 ） を

出 し 、コ メ の 増 産 を 図 る 工 夫 を し た 。現 場 主 義 の な せ る 業 で あ っ た 。

そ の 時 の 経 験 も あ り 、 戦 争 末 期 の 昭 和 1 9 年 ( 1 9 4 4 )に は 東 條 内 閣 の

農 商 大 臣 と な り 、 食 糧 増 産 の 旗 振 り 役 と な っ た 。  

さ ら に 貴 族 院 議 員 に も 勅 選 さ れ た 。 内 田 は 東 條 内 閣 の 一 員 で あ っ

た た め 、第 二 次 大 戦 後 公 職 追 放 と な る が 、昭 和 2 5 年 ( 1 9 5 0 )、追 放 は

解 除 さ れ た 。 東 條 内 閣 で 閣 僚 で あ っ た が 、 戦 中 、 近 衛 文 麿 グ ル ー プ
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の 一 員 と し て 吉 田 茂 ら 早 期 終 戦 派 に 属 し て い た の が 幸 い し 、 早 期 公

職 解 除 に つ な が っ た も の と 思 わ れ る 。 昭 和 2 7 年 ( 1 9 5 2 )、 第 2 5 回 総

選 挙 に 自 由 党 か ら 茨 城 県 第 1 区 で 出 馬 し 当 選 を 果 た す 。 さ ら に 翌 年

の 総 選 挙 で も 再 当 選 し 、第 五 次 吉 田 内 閣 の 農 林 大 臣 と し て 入 閣 し た 。

農 林 大 臣 に な る も 、 わ ず か 1 か 月 で 辞 任 し て し ま う 。  

内 田 は 政 治 が 好 き で 、 現 に 政 治 を や っ て き た 。 し か し 戦 前 の 政 治

と 戦 後 の 政 治 は 、 す べ て の 面 で 相 当 違 っ て い た 。 追 放 の 期 間 の ブ ラ

ン ク で 生 来 の 内 田 の 気 質 に 合 わ な い こ と が 日 常 身 辺 で 起 こ っ た 。 頭

の 回 転 が 速 い 内 田 は 、 時 代 は 変 わ り 、 も う 自 分 が 政 治 世 界 で 力 を 発

揮 で き る と こ ろ は な い と 見 極 め 、 あ っ さ り と 政 界 か ら 身 を 引 い て し

ま っ た 。  

 

国 鉄 疑 獄 事 件  

そ ん な 内 田 の 華 や か な 政 治 生 活 に あ っ て 、一 度 だ け 窮 地 に 陥 っ た
)

事 件 が あ っ た 。 国 鉄 疑 獄 事 件 で あ る 。 こ の 事 件 は 当 時 の 大 手 ゼ ネ コ

ン に よ る「 談 合 」「 贈 収 賄 事 件 」で あ っ た 。内 田 は 鉄 道 大 臣 と し て 関

与 し た 最 後 の 大 物 と し て 連 座 、昭 和 1 2 年 ( 1 9 3 7 )、立 件 起 訴 さ れ 、拘

置 所 に 収 監 さ れ た 。 裁 判 は 4 年 も の 長 き に わ た り 行 わ れ 、 内 田 は 裁

判 を 通 じ て 終 始 無 罪 を 主 張 し 続 け 、最 終 的 に 昭 和 1 5 年 ( 1 9 4 0 ) 1 0 月 、

無 罪 判 決 を 勝 ち 取 っ た 。 判 決 文 に 付 言 し て 、 裁 判 長 で あ っ た 吉 田 肇

は 「 内 田 は 多 年 惨 苦 の 甲 斐 あ っ て 、 常 に ス ポ ー ツ マ ン ・ シ ッ プ を 以

て 男 ら し く 行 勤 し（ 中 略 ）、こ の 四 年 間 に 亘 り 陰 鬱 な る 日 を 送 っ た こ

と に 対 し て は 、 衷 心 よ り 同 情 に た え ぬ 、 願 わ く ば 自 重 自 愛 、 捲 土 重

来 し て 邦 家 の た め 、 そ の 力 を 致 さ ん こ と を 望 む 」 と 論 述 し た の で 、

内 田 は 「 感 涙 に 咽
む せ

ん だ 」 と の ち に 述 懐 し て い る 。  

 

海 運 界 へ 再 登 場  

政 治 の 世 界 で 活 躍 す る 一 方 で 内 田 は 、 昭 和 2 4 年 ( 1 9 4 9 )、 7 0 歳 で

明 治 海 運 の 取 締 役 会 長 と な り 、 海 運 界 に 戻 っ て き た 。 明 治 海 運 自 体

は 明 治 4 4 年 ( 1 9 11 ) 5 月 、三 井 物 産 の 船 舶 部 の 別 組 織 と し て 設 立 さ れ

た 会 社 で あ っ た が 、太 平 洋 戦 争 に よ り 所 有 船 舶 の そ の 殆
ほとん

ど を 失 っ て
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い た 。 終 戦 か ら １ 年 過 ぎ た 昭 和 2 1 年 ( 1 9 4 6 ) 1 0 月 、 戦 争 で 失 っ た 船

舶 の 戦 時 補 償 も 連 合 国 の 要 請 で 打 ち 切 り と な り 、 ゼ ロ か ら の 出 発 を

余 儀 な く さ れ た 。  

一 方 、政 府 主 導 に よ る 計 画 造 船 が 昭 和 2 2 年 9 月 か ら 開 始 さ れ た 。

内 田 は 戦 前 戦 中 に 築 い た 幅 広 い 人 脈 を 生 か し 、 金 融 機 関 、 造 船 所 と

自 ら 先 頭 に 立 ち 、交 渉 し 取 り 纏
ま と

め て い っ た 。昭 和 2 4 年 ( 1 9 4 9 )の 明 天

丸 を 皮 切 り に 、 明 光 丸 (昭 和 2 5 年 竣 工 )、 明 徳 丸 (同 2 6 年 同 )な ど を

次 々 と 建 造 し 、三 井 船 舶 と の 間 に 運 航 委 託 や 長 期 傭 船 契 約 を 結 ん だ 。 

特 に タ ン カ ー で は 、昭 和 2 8 年 ( 1 9 5 3 )に 竣 工 し た 明 泰 丸 は 、計 画 造

船 の 船 と し て 日 本 初 の 定 期 傭 船 方 式 （ タ イ ム ・ チ ャ ー タ ー ） に よ る

船 で あ っ た 。本 船 は メ ジ ャ ー オ イ ル の エ ッ ソ /モ ー ビ ル と 提 携 関 係 が

あ っ た 東 亜 燃 料 工 業（ そ の 後 の 東 燃 、現・ J X T G エ ネ ル ギ ー ）の 長 期

傭 船 保 証 を 得 て 建 造 さ れ た も の で 、 そ の 後 の 明 治 海 運 の 長 期 安 定 傭

船 契 約 主 体 と す る ビ ジ ネ ス モ デ ル と な っ た 。 東 燃 と の 関 係 は 、 東 燃

の 経 営 者 中 原 延 平 が 内 田 の 実 兄 の 窪 田 四 郎 が 経 営 し て い た 富 士 製 紙

に 入 社 し た 縁 で 、 家 族 ぐ る み の 付 き 合 い が あ っ た た め で あ る 。 し か

し 契 約 に お い て 内 田 は シ ビ ア で あ り 、 特 に 技 術 面 に お い て は 妥 協 を

許 さ な か っ た 。 明 泰 丸 の 試 運 転 中 、 わ ず か な 振 動 が 機 関 に 認 め ら れ

る と 、内 田 は 原 因 の 徹 底 究 明 と 改 修 を 命 じ 、そ の た め 引 き 渡 し が 1 5

日 間 も 遅 れ る こ と を 厭
い と

わ な か っ た 。そ の 結 果 、こ の 船 は 、 1 2 年 間 の

傭 船 期 間 中 一 度 も 故 障 せ ず 、 東 燃 か ら 絶 大 な 信 頼 を 得 、 そ の 後 の タ

ン カ ー 傭 船 に 繋
つ な

が る こ と と な っ た 。 東 燃 と は ヒ ー テ ィ ン グ コ イ ル 付

き の 明 哲 丸 (同 3 8 年 同 )、 当 時 と し て は

珍 し い S B T（ 分 離 バ ラ ス ト タ ン ク ）を 持

っ た 明 扇 丸 (同 4 2 年 同 )、 そ し て 計 画 造

船 で 初 め て と な る 2 0 万 ト ン 級 タ ン カ ー

明 原 丸 (同 4 5 年 同 )を 相 次 い で 就 航 さ せ

た 。  

 

内 田 は 明 扇 丸 の 引 き 渡 し 前 に ど う し て も ブ リ ッ ジ に 立 つ と 言 い 出

し た 。 老 齢 で 足 が 悪 か っ た 内 田 が 自 力 で 1 5 万 ト ン も あ る タ ン カ ー
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の ブ リ ッ ジ に 上 が る の は 非 常 に 無 理 が あ っ た 。 三 井 造 船 千 葉 と 明 治

海 運 の 技 術 者 た ち は 、「 ゴ ン ド ラ を ク レ ー ン で 釣 っ て 、岸 壁 か ら ブ リ

ッ ジ ま で 内 田 を 吊 り 上 げ よ う 」 と 考 え 、 前 日 予 行 演 習 ま で し て 実 行

し た 。 こ れ は 船 を こ よ な く 愛 す る 内 田 と 、 そ れ に 何 と か 答 え ん と す

る 造 船 所 の 誠 意 が こ こ に 結 集 し た 賜 物
た ま も の

で あ っ た 。  

米 寿 を 過 ぎ た あ と も 会 社 に 毎 日 出 勤 し て い た 内 田 は 、特 に 運 輸 省 、

日 本 開 発 銀 行 な ど の 重 要 な 所 に は ス テ ッ キ を つ い て 自 ら 出 か け て 行

っ た 。昭 和 4 5 年 ( 1 9 6 0 )、明 原 丸 の 定 期 傭 船 契 約 書 署 名 が 内 田 の 最 後

の 仕 事 と な っ た 。 調 印 式 は 当 初 パ レ ス ホ テ ル で 準 備 さ れ た が 、 体 調

悪 化 の 為 や む な く 自 宅 で サ イ ン す る こ と に な っ た 。 そ の 後 自 宅 療 養

を 続 け た が 、 昭 和 4 6 年 ( 1 9 7 1 )正 月 、 9 0 歳 の 天 寿 を 全 う し た 。 葬 儀

に 際 し 、 天 皇 陛 下 か ら 祭 祀 料 を 賜 り 、 同 時 に 勲 一 等 旭 日 大 綬 章 を 授

け ら れ た 。  

 

人 柄  

 

最 後 に 趣 味 に つ い て 触 れ て お こ う 。 

ま ず 柔 道 に つ い て だ が 、 内 田 は 麻

布 中 学 時 代 か ら 柔 道 を 始 め 、 内 田 汽

船 時 代 に は 須 磨 御 殿 に 柔 道 場 ま で 作

り 、 若 手 社 員 に 週 3 日 稽 古 を つ け て

い た 。鉄 道 大 臣 の 在 任 中 、当 時 柔 道 界

の 麒 麟 児 と 謳
う た

わ れ た 三 船 8 段 （ そ の

後 1 0 段 ）と 講 道 館 で 練 習 す る 機 会 が あ っ た 。そ の 際 、立 ち 技 で は 相

手 に な ら な い の で 、 寝 技 で 勝 負 し た と こ ろ 、 締 め 技 が 決 ま り 三 船 が

落 ち て し ま っ た 。 後 日 「 大 臣 だ か ら 負 け て や っ た の か 」 と 聞 か れ た

三 船 が 「 本 当 に 技 が 決 ま っ て 、 負 け た 」 と 言 っ て い る の で 、 内 田 の

柔 道 5 段 は 名 誉 5 段 で な く 真 の 5 段 で あ っ た 。  

次 に 内 田 は 麻 雀 も 大 好 き で あ っ た 。大 正 5、 6 年 ( 1 9 1 6 , 7 )頃 、上 海

に 寄 港 し た 船 長 が お 土 産 と し て 麻 雀 牌 を 買 っ て き た 。  

中 国 語 で か か れ た 解 説 書 を 翻 訳 さ せ 遊 ん で い た 。 麻 雀 を 日 本 で 初
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め て や っ た の は 自 分 で あ る と よ く 自 慢 し て い た 。お 仲 間 は 保 険 会 社 、

銀 行 、 同 業 者 の 面 々 で 、 そ の 付 き 合 い は 晩 年 ま で 続 い た 。 内 田 の 麻

雀 の 特 徴 は 、す べ て 日 本 語 で あ っ た こ と だ 。“ な な ぞ ろ ”（ ﾁｰ ﾄ ｲ ﾂ）“ そ

う か く し ” ( ﾒ ﾝ ｾ ﾞ ﾝ )“ み つ ぞ ろ い ”（ ﾄｲ ﾄ ｲ）等 で あ る 。ま た 大 き い 手 を

作 ら ず 、 確 実 に 上 が る 、 全 く 面 白 み の 無 い も の で あ っ た 。 こ れ は 、

内 田 の 儲 け は 少 な く と も 確 実 性 を 重 視 し た ビ ジ ネ ス 方 針 に 通 じ る も

の で も あ っ た 。  

も う 一 つ 、 内 田 は プ ロ レ ス の 大 フ ァ ン で も あ っ た 。 プ ロ レ ス と い

う よ り 「 力 道 山 」 の フ ァ ン で あ る 。 両 国 国 技 館 、 千 駄 ヶ 谷 の 東 京 体

育 館 に は よ く 足 を 運 ん だ 。 若 い 社 員 が お 供 で つ い て 行 く こ と に な る

の だ が 、観 戦 中 、柔 道 の 逆 技（ 関 節 技 ）を 良 く 知 っ て い る 内 田 は「 あ

れ は 全 く 効 い て い な い 。 こ う す れ ば 良 い 」 と 若 手 社 員 に 技 を か け る

の だ 。 し ば し ば プ ロ レ ス 会 場 で 若 手 社 員 の 悲 鳴 が 聞 こ え た そ う だ 。

力 道 山 と 言 え ば 、 あ る 時 等 身 大 の 写 真 を も ら っ た 。 サ イ ン は 後 で と

い う こ と で 待 っ て い た が 、 数 日 後 刺 殺 さ れ た と 聞 き 、 た い そ う 悲 し

ん だ と い う 。  

 

写 真 は す べ て 明 治 海 運 、 内 田 家 よ り 提 供 。  

 

(執 筆 ： 吉 田  茂 )  


